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二
〇
一
五
年
一
二
月
五
日
、
人
間
文

化
研
究
所
で
は
開
設
一
〇
周
年
を
祝
し
、

「『
人
間
、
地
域
、
共
生
』
を
め
ざ
し
て
―

研
究
所
の
一
〇
年
、
回
顧
と
展
望
―
」
と

題
し
て
、
記
念
講
演
（
馬
場
駿
吉
先
生

「
美
術
は
身
体
に
ど
う
向
き
合
っ
て
き
た

か
」）
と
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し

た
。
本
年
は
ち
ょ
う
ど
、
人
文
社
会
学
部

開
設
二
〇
周
年
、
名
古
屋
市
立
大
学
開
学

六
五
周
年
と
も
重
な
り
、
学
長
か
ら
の
あ

い
さ
つ
も
頂
戴
し
、
一
〇
〇
名
弱
の
参
加

者
に
も
恵
ま
れ
て
、
充
実
し
た
会
と
な
っ

た
。『
人
間
文
化
研
究
所
年
報
』
今
号
は

そ
の
講
演
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
特
集
す
る

形
で
編
集
さ
れ
て
い
る
。

　
特
集
に
先
立
ち
、
読
者
の
み
な
さ
ん

に
、
人
間
文
化
研
究
所
の
一
〇
年
史
を
ま

ず
は
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
研
究
所
は

二
〇
〇
五
年
四
月
に
、
人
間
文
化
研
究
科

附
置
研
究
所
と
し
て
、
滝
子
キ
ャ
ン
パ
ス

一
号
館
（
人
文
社
会
学
部
棟
）
七
階
（
当

初
一
階
）
に
開
設
さ
れ
た
。
目
的
は
、
教

育
研
究
の
充
実
と
地
域
社
会
へ
の
貢
献
で

あ
る
。「
人
間
、
地
域
、
共
生
」
を
研
究

所
活
動
の
柱
に
据
え
、「
共
同
研
究
プ
ロ

ジ
ェ
ク
卜
チ
ー
ム
」
と
と
も
に
活
動
を

推
進
し
て
き
た
。
そ
の
成
果
は
今
号
で

一
一
号
と
な
る
『
年
報
』
な
ど
で
発
信

し
て
き
た
。
ま
た
、「
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
」「
サ
イ
エ
ン
ス
カ
フ
ェ
」「
マ
ン
デ
ー

サ
ロ
ン
」
な
ど
を
開
催
し
、
研
究
成
果
を

地
域
社
会
に
還
元
す
る
活
動
も
積
極
的
に

展
開
し
て
き
た
。
さ
ら
に
は
、
阪
井
研
究

所
長
の
時
期
を
中
心
に
、
名
古
屋
市
博
物

館
と
の
緊
密
な
連
携
が
形
成
さ
れ
、
共
同

で
、
教
育
研
究
に
関
わ
る
種
々
の
催
し
を

開
催
し
て
き
た
。
ち
な
み
に
、
歴
代
の
研

究
所
長
（
カ
ッ
コ
内
の
数
字
は
在
任
年

度
）
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
、
①
村
井

忠
政
（
二
〇
〇
五
〜
六
）、
②
福
吉
勝
男

（
二
〇
〇
七
）、
③
山
田
明
（
二
〇
〇
八

〜
九
）、
④
阪
井
芳
貴
（
二
〇
一
〇
〜

一
三
）、
⑤
寺
田
元
一
（
二
〇
一
四
〜

一
五
）。

　
そ
れ
で
は
、
こ
の
一
〇
年
間
の
研
究
所

の
活
動
の
基
軸
が
何
だ
っ
た
か
を
、
こ
れ

ま
で
に
実
施
し
て
き
た
「
共
同
研
究
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
と
講
演
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

ふ
り
か
え
り
な
が
ら
、
具
体
的
に
示
す
こ

と
に
し
よ
う
。
初
代
の
村
井
所
長
が
、
名

古
屋
地
区
で
の
多
文
化
共
生
の
リ
ー
ダ
ー

的
存
在
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
初
期
に
は

多
文
化
共
生
に
関
わ
る
活
動
が
中
心
的

に
な
さ
れ
て
い
る
。
二
〇
〇
五
年
度
の

研
究
所
主
催
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
テ
ー
マ

は
「
多
文
化
共
生
の
条
件
を
考
え
る
」
で

あ
り
、「
名
古
屋
巿
と
東
海
三
県
に
お
け

る
多
文
化
共
生
の
現
状
と
課
題
」
が
研
究

プ
ロ
ジ
ェ
ク
卜
と
し
て
も
展
開
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
成
果
は
、
年
報
の
第
二
号
で

「〈
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
〉　
第
一

部

越
境
の
文
学
第
二
部

外
国
人
住

民
と
の
共
生
」
と
い
う
特
集
と
し
て
、
発

信
さ
れ
て
い
る
。
年
報
創
刊
号
の
「
宗
教

と
共
生
」
と
い
う
特
集
も
、
広
義
の
多
文

化
共
生
を
扱
う
も
の
で
あ
る
。

　
そ
の
後
、
研
究
所
長
も
代
わ
り
、
研
究

所
の
活
動
と
し
て
は
、
多
文
化
共
生
が
多

少
後
景
に
退
き
、研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト「
次

世
代
育
成
支
援
」
が
石
川
洋
明
先
生
、「
障

が
い
児
発
達
支
援
」
が
滝
村
雅
人
先
生
を

中
心
に
展
開
さ
れ
て
い
っ
た
。
そ
の
二
つ

が
年
報
第
三
号
で
特
集
さ
れ
て
い
る
。
公

共
福
祉
に
哲
学
的
に
関
心
を
持
つ
福
吉
研

究
所
長
ら
し
い
企
画
と
言
え
よ
う
。
残
念

な
が
ら
石
川
先
生
は
昨
年
度
、
滝
村
先
生

は
今
年
度
物
故
さ
れ
た
が
、と
り
わ
け「
次

世
代
育
成
支
援
」
は
谷
口
由
希
子
先
生
な

ど
に
よ
っ
て
「
よ
う
こ
そ
大
学
へ
！
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
―
施
設
の
子
ど
も
た
ち
へ
の
学

❖
特
　
集
・
巻
頭
言
❖

　
研
究
所
一
〇
年
の
歩
み

—

回
顧
と
展
望—名

古
屋
市
立
大
学
人
間
文
化
研
究
所
　
所
長
　
寺
田
　
元
一
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❖特　集❖　研究所 10 年の歩み ―回顧と展望―

習
支
援
―
」
へ
と
形
を
変
え
て
継
承
さ
れ

て
い
る
。

　
第
三
代
の
研
究
所
長
で
あ
る
山
田
明
先

生
を
中
心
に
発
展
し
た
の
が
、
研
究
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
「
名
古
屋
と
観
光
」
で
あ
る
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
多
少
名
前
を
変
え

な
が
ら
も
、
現
在
に
至
る
ま
で
ず
っ
と
継

続
さ
れ
、
そ
の
成
果
は
『
名
古
屋
の
観
光

力
』（
風
媒
社
、
二
〇
一
三
）
と
し
て
公

刊
さ
れ
た
。そ
こ
に
は
谷
口
幸
代
先
生（
現

在
、
お
茶
の
水
女
子
大
学
）
に
よ
る
「
名

古
屋
の
文
学
―
俳
人
・
馬
場
駿
吉
の
見
た

名
古
屋
」
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、
今
回
馬

場
先
生
に
記
念
講
演
を
し
て
い
た
だ
く
機

縁
を
作
っ
て
く
れ
た
。
二
〇
〇
八
年
に
は

研
究
所
後
援
だ
が
、「
観
光
ま
ち
づ
く
り

の
国
際
比
較
、
ペ
ー
チ
（
ハ
ン
ガ
リ
ー
）

と
名
古
屋
か
ら
考
え
る
」
と
い
う
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
が
開
か
れ
、年
報
第
四
号
で
は「
名

古
屋
と
観
光
」
が
特
集
さ
れ
て
い
る
。
今

回
山
田
先
生
に
は
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
登

場
い
た
だ
き
、「
名
古
屋
と
観
光
」
に
関

わ
る
発
表
を
し
て
い
た
だ
い
た
が
、
重
要

な
こ
と
は
、
こ
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
、

山
田
先
生
が
退
職
さ
れ
た
後
も
在
職
教
員

に
継
承
さ
れ
て
続
い
て
い
る
点
で
あ
る
。

年
報
第
五
号
の
特
集
は
「
持
続
可
能
な
社

会
」
で
、
そ
の
際
に
「
五
周
年
記
念
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
」
も
開
催
さ
れ
て
い
る
が
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
持
続
的
に
発
展
さ
せ
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、「
名
古
屋
と
観

光
」
は
そ
の
模
範
と
な
っ
て
い
る
。

　
第
四
代
研
究
所
長
は
阪
井
芳
貴
先
生
で

あ
る
。
阪
井
先
生
は
沖
縄
の
専
門
家
で
、

沖
縄
と
本
土
を
結
ぶ
活
動
を
多
面
的
に
展

開
さ
れ
て
い
る
が
、
所
長
と
し
て
は
、
名

古
屋
市
博
物
館
を
中
心
に
、
博
物
館
と
大

学
・
研
究
所
の
連
携
を
一
貫
し
て
追
求
さ

れ
た
点
が
最
大
の
業
績
で
あ
る
。
就
任
一

年
目
に
講
演
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
博
物

館
と
大
学
が
つ
く
り
だ
す
魅
力
あ
る
ま
ち

―
市
博
物
館
と
市
立
大
学
の
新
し
い
取

り
組
み
―
」、
二
年
目
に
「
文
化
財
を
守

る
」、
三
年
目
に
「『
近
代
』
の
文
化
財
―

<

産
業
遺
産>

の
保
存
と
継
承
―
」、
四

年
目
に
「
現
代
社
会
に
お
け
る
文
化
財
保

護
の
新
し
い
あ
り
方
―
『
パ
ブ
リ
ッ
ク
・

ア
ー
ケ
オ
ロ
ジ
ー
』
の
視
座
か
ら
―
」
を

開
催
し
、
年
報
第
六
号
で
は
「
博
物
館
と

大
学
」、
第
七
、八
、九
号
は
講
演
会
・
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
テ
ー
マ
を
そ
の
ま
ま
特
集

し
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
博
物
館
と
大
学

が
連
携
し
、
互
い
の
教
育
研
究
資
源
を
活

か
し
て
、
文
化
財
保
護
や
そ
れ
を
通
じ
た

ま
ち
づ
く
り
を
い
か
に
進
め
る
か
が
一
貫

し
て
扱
わ
れ
て
お
り
、
実
際
そ
う
し
た
連

携
の
中
か
ら
、
市
博
物
館
と
市
立
大
学
が

共
同
企
画
し
た
展
覧
会
や
イ
ベ
ン
ト
、
学

生
サ
ポ
ー
タ
ー
も
生
み
出
さ
れ
て
い
っ
た
。

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告
で
も
、
阪
井

先
生
に
は
博
物
館
連
携
を
中
心
に
博
物
館

の
活
動
を
ふ
り
か
え
っ
て
い
た
だ
い
た
。

　
第
五
代
所
長
を
寺
田
が
務
め
た
期
に
お

い
て
は
、
人
文
社
会
学
部
が
Ｅ
Ｓ
Ｄ
（
持

続
可
能
な
社
会
の
た
め
の
教
育
）
を
理
念

と
し
て
改
組
し
た
こ
と
、
名
古
屋
で
ユ
ネ

ス
コ
の
Ｅ
Ｓ
Ｄ
国
際
会
議
が
開
催
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、
Ｈ
Ｅ
Ｓ
Ｄ
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開

催
に
合
わ
せ
て
、
講
演
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
「
中
部
の
里
山
資
本
主
義
」
を
開
催
し
、

年
報
第
一
〇
号
で
そ
れ
を
特
集
し
た
。
Ｅ

Ｓ
Ｄ
は
、
本
学
で
は
成
玖
美
先
生
（
現

在
、
名
古
屋
大
学
）
が
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー

タ
ー
の
役
割
を
果
た
し
、
そ
の
種
が
芽
を

出
し
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
初
期
の
活

動
は
年
報
第
五
号
で
特
集
さ
れ
て
い
る
が
、

二
〇
一
四
年
に
は
Ｅ
Ｓ
Ｄ
が
、
さ
ら
に
多

面
的
に
展
開
さ
れ
た
と
言
え
よ
う
。
し
か

し
、
Ｅ
Ｓ
Ｄ
国
際
会
議
終
了
後
は
、
残
念

な
が
ら
全
体
に
本
学
の
活
動
も
弱
ま
っ
て

い
る
。
　

　
こ
の
よ
う
に
一
〇
年
の
歩
み
を
順
を

追
っ
て
見
て
い
く
と
、「
人
間
、
地
域
、

共
生
」
と
い
う
共
通
テ
ー
マ
を
追
求
し
な

が
ら
、
グ
ロ
ー
カ
ル
な
文
脈
や
時
代
状
況
、

主
体
的
問
題
意
識
な
ど
に
応
じ
て
、
研
究

所
が
変
化
発
展
し
て
き
た
こ
と
が
わ
か

る
。
他
方
で
、
内
容
を
多
様
化
し
深
め
つ

つ
も
、「
名
古
屋
と
観
光
」
の
よ
う
に
初

期
か
ら
一
貫
し
た
主
題
を
追
求
し
て
き
た

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
あ
る
。「
名
古
屋
と
観

光
」
と
並
ぶ
双
璧
と
し
て
、
土
屋
勝
彦
先

生
（
現
在
、
名
古
屋
学
院
大
学
）
を
中
心

と
す
る
「
越
境
の
文
学
」
を
紹
介
し
た
い
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
「
世
界
文
学
に
お

け
る
混
成
的
表
現
形
式
の
研
究
」、
さ
ら
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に
は
「
ポ
ス
卜
エ
ス
ニ
ッ
ク
時
代
の
文
学

に
お
け
る
オ
ム
ニ
フ
ォ
ン
の
意
義
」
へ
と

二
一
世
紀
に
ふ
さ
わ
し
く
グ
ロ
ー
カ
ル
な

文
脈
へ
と
問
題
を
深
化
さ
せ
て
き
た
。
そ

こ
か
ら
、
人
間
文
化
研
究
叢
書
と
し
て
出

版
さ
れ
た
「
反
響
す
る
文
学
」（
風
媒
社
、

二
〇
一
一
）
な
ど
、
い
く
つ
か
の
共
編
著

が
編
ま
れ
、
高
い
評
価
を
得
て
き
た
。
ま

た
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
開
催
し
た
多

く
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
文
学
の
実
作
者
、

研
究
者
、
読
者
市
民
が
集
っ
て
議
論
す
る

協
働
の
場
を
創
出
し
て
き
て
お
り
、
そ
の

面
で
も
先
端
的
で
あ
っ
た
。
土
屋
先
生
の

報
告
か
ら
は
、
写
真
な
ど
を
通
じ
て
、
そ

う
し
た
場
の
醸
成
す
る
協
働
の
活
気
を
感

じ
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
久
保
田
健
市
先
生
は
Ｅ
Ｓ
Ｄ
を
意
識
さ

れ
て
、「
持
続
可
能
な
開
発
に
対
す
る
心

理
学
・
教
育
学
の
貢
献
と
可
能
性
」
と
い

う
題
目
で
、
主
と
し
て
Ｅ
Ｓ
Ｄ
と
関
わ
る

人
文
社
会
学
部
な
ら
び
に
人
間
文
化
研
究

所
の
将
来
の
教
育
研
究
や
地
域
連
携
を
展

望
す
る
発
表
を
さ
れ
た
。
そ
こ
か
ら
、
研

究
所
の
初
期
に
主
要
な
課
題
と
し
て
取
り

組
ん
だ
「
多
文
化
共
生
」
が
再
び
課
題
と

し
て
浮
か
び
上
が
っ
た
の
は
、
た
い
へ
ん

教
訓
的
で
あ
っ
た
。
と
い
う
の
も
、
研
究

所
は
「
人
間
、
地
域
、
共
生
」
と
い
う
共

通
テ
ー
マ
で
、
こ
の
一
〇
年
多
面
的
活
動

を
展
開
し
、
確
か
に
多
く
の
成
果
を
上
げ

て
き
た
が
、
そ
の
一
方
で
、
キ
ー
パ
ー
ソ

ン
的
存
在
が
い
な
く
な
る
と
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
中
断
す
る
と
い
う
問
題
点
も
抱
え

て
き
た
。
そ
の
問
題
を
克
服
し
て
継
続
し

て
い
る
の
が「
名
古
屋
と
観
光
」だ
が
、「
越

境
の
文
学
」
も
土
屋
先
生
が
大
学
を
移
ら

れ
て
、
継
続
性
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
る
。
そ

の
中
で
、
初
期
の
「
多
文
化
共
生
」
を
、

そ
の
数
年
後
に
新
た
な
文
脈
で
継
承
す
る

久
保
田
先
生
の
発
表
が
な
さ
れ
た
。
改
め

て
、
こ
の
よ
う
な
温
故
知
新
的
な
持
続
可

能
な
継
承
発
展
が
研
究
所
に
求
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
を
、
痛
感
し
た
。

　
当
日
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
会
場
に
は
、
年
配

の
方
を
中
心
に
さ
ま
ざ
ま
な
聴
衆
が
参
加

さ
れ
て
い
た
。
そ
の
方
た
ち
か
ら
興
味
深

い
質
問
や
意
見
が
い
く
つ
も
出
て
き
た
。

私
の
注
意
を
も
っ
と
も
引
い
た
の
は
、
障

が
い
を
も
つ
小
学
生
（
最
前
列
で
参
加
）

の
父
親
の
方
か
ら
発
せ
ら
れ
た
質
問
だ
っ

た
。
そ
れ
は
研
究
所
の
課
題
に
イ
ン
ク

ル
ー
ジ
ョ
ン
を
含
め
て
ほ
し
い
と
い
う
要

望
を
含
む
も
の
で
、
研
究
所
が
初
期
に
は

「
障
が
い
児
の
発
達
支
援
」
に
も
取
り
組

ん
で
き
た
こ
と
か
ら
も
、
当
然
の
要
望
で

あ
っ
た
。
同
時
に
、
そ
の
方
が
「
越
境
の

文
学
」
に
示
さ
れ
た
関
心
が
非
常
に
印
象

的
だ
っ
た
。
作
家
た
ち
の
越
境
と
い
う
行

為
の
う
ち
に
、
障
が
い
児
と
健
常
児
の
学

校
教
育
で
の
選
別
を
「
越
境
す
る
」
試
み

を
読
み
と
り
、「
学
問
に
は
す
べ
て
つ
な

が
り
が
あ
る
こ
と
を
実
感
し
た
」
と
述
べ

ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
参
加
者
の
み
な
さ
ん
の

感
想
に
も
勇
気
づ
け
ら
れ
な
が
ら
、「
人

間
、
地
域
、
共
生
」
と
し
て
取
り
組
ん
で

き
た
こ
れ
ま
で
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
批
判

的
に
回
顧
す
る
と
と
も
に
、
今
後
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
、
Ｅ
Ｓ
Ｄ
と
い
う
新
た
な
課

題
も
意
識
し
な
が
ら
、
グ
ロ
ー
カ
ル
な
歴

史
的
文
脈
に
お
い
て
、
学
際
的
か
つ
実
践

的
に
継
承
発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と
。
こ
れ

こ
そ
が
、
現
在
の
人
間
文
化
研
究
所
に
求

め
ら
れ
て
い
る
。
馬
場
先
生
の
記
念
講
演

は
、
そ
う
し
た
問
題
全
体
を
検
討
考
察
す

る
た
め
の
参
照
軸
を
与
え
る
も
の
で
あ
っ

た
。
そ
れ
を
改
め
て
熟
読
玩
味
し
つ
つ
、

『
年
報
』
今
号
を
、み
な
さ
ん
と
い
っ
し
ょ

に
人
間
文
化
研
究
所
の
今
後
を
考
え
て
い

く
た
め
の
契
機
に
で
き
れ
ば
、
研
究
所
長

と
し
て
こ
の
上
な
い
幸
せ
で
あ
る
。


